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Ｉ 生態系の多様性研究グループ

一事業推進担当者研究概要一

生態系の相互関連性と生物多様性

土屋誠(理学部海洋自然科学料｡教授）

熱帯.亜熱帯域の沿岸では,マング□￣フ'１生態

系,海草生態系,サンゴ礁生態系など多様な生態

系がモザイク状の景観を示している｡これらの生

態系は＿定程度のまとまりとして認識される空間

であるが､－万で周辺の他の生態系と密接な関

係を有する｡オカガニ類が海岸に下りて幼生を放

出すること､コエビ類やリュウキュウアユが河111と

沿岸域を往来することなど生態系間のつながり

を議論するための具体的な材料は多い｡本プ□グ

ラムでは物質循環や生物の移動に着目して生態

系の相互関連性に関する研究を進めた。

マング□＿ブ域では落葉落枝が分解を受け、周

辺生態系に生息している生物たちの寶分を供給し

ており､熱帯｡亜熱帯域の生態系間のつながりの

例として取り上げられる｡落葉から浸出する有機

物はマング□－プ林の周辺に堆積し、特に干潟堆

積物の質の動態に大きな影響を与える｡落葉の分

解速度は種によって異なるので、周辺環境への影

響の程度も種によって異なる｡干潟上においた葉

で比較すると､１５ケ目後にオヒルギでは40％の炭

素と80％の窒素が残存していたが､メヒルギでは

炭素,窒素共に20％に減少していた。

生態系の食物連鎖関係を脂肪酸組成の解析を

利用して解明することができる｡ある特定の生物

によって合成された脂肪酸が食物連鎖によって高

次栄寶段階の生物に輸送された場合でも構造上

の変化が起こらすに蓄積されることがあるという

性質を利用したものである。

干潟に生息しているシオマネキ類に対する食物

供給源としては､冬季や春季に繁茂するアナアオ

サやホソアオノリのような大型緑藻も重要な役割

を果たしている｡その他にもケイソウ類、渦鞭毛藻

類バクテリアなどが動物たちの食物として利用

されていることがわかっている。

シオマネキ類や巻貝などの底生動物が摂取す

る食物源を調べてみた｡マングローブ林の前面に

発達している干潟と､マングローブ林が存在しな

い地域の干潟の堆積物およびそこに生息してい

る底生動物の体組織の脂肪酸組成を比較したと

ころ､マングローブ林が存在している場所では明

らかに高等植物由来の脂肪酸が多く含まれてい

ることを見つけた｡ただ農地からの廃水が流入す

るところはその影響を受け､ヒメシオマネキやマド

モチウミニナの体内にはバクテリア由来の有機物

が蓄積されていた｡マンクローブ'林内に最も普通

に見られる懸濁物食者の一種であるヒルギシブミ

には高等植物やバクテリア由来の脂肪酸が蓄積

されていた。

干潮時に広がる干潟は鳥類が羽を休め､また採

餌活動を行う場所である｡物質循環過程の面から

考えると有機物が鳥類の体内へ移行すると同時

に､他の干潟で獲得された有機物が鬘の排泄とい

う形で運搬される場所でもある｡鳥類が大量に生

息している場合はこの過程は無視できないものと

思われるが生態系のネットワークに関する定量的

研究は始まったばかりである。

サンゴ礁では堆積物を摂食する2種のナマコ類

(ニセク□ナマコとワ□ナマコ)について調べてみ

た｡ニセク□ナマコの組織に含まれている脂肪酸

の組成を解析した結果､主な食物資源は､バクテ

リアと珪藻に由来するものが多く､その他に多細

胞藻類および渦鞭毛藻由来の食物資源も摂取し

ていることがわかった｡また､舅は少ないものの

維管束植物由来の食物資源を利用していた事実

は他の生態系とのつながりを示すものとして興味

深い｡ク□ナマコの主な食物資源は､バクテリア、

多細胞藻類､珪藻に由来するものが多かった｡維

管束植物由来の脂肪酸が消化管内容物から確認

できず､食物として利用していない。

種
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー
プ

生
態
系
⑰
夢
犠
健

研
究
ダ
ル
ー
ブ

活
動
報
告
そ
の
他

風琉球大学２１世紀COEプログラム最終報告書
5１

－－旱型－－



x�zv}9NË�'ÿ�

0Þ0ó0°0í0ü0ÖWß0„mwƒI^/0L0µ0ó0´y�›Z˜^0n^|›Z

0nu�`oX4b@0g0B0‹0h0D0FX1TJ0oY�0Dÿat	t�R�\ö0g

0oÿdYD•ŽY'œåÿdl–~�\öÿdQk‘Í\q�(wóW£\öÿd‰•ˆh\ö�)0n

mwƒI^/0k0J0D0f›Z˜^•¤–Æ0LŠ¿gû0U0ŒÿdmwƒI^/0nR)

u(0Ñ0¿0ü0ó0hÿd›Z˜^0L‰�ep0nu�aK|û0’R)u(0W0f0D

0‹N‹[Ÿ0Ly:0U0Œ0_ÿa0Ù0éyÑ0k\^0Y0‹epz.0LmwƒI^/

0k[šOO0W0f0D0‹ÿa0«0Þ0¹0Ù0é�(YD•Žÿal–~�ÿaQk‘Í\q�)0�

0Ï0é0¹0¸0Ù0é�(Qk‘Í\qÿal–~��)ÿd0ß0Ä0Ý0·00æ0¦0»0ó

�(l–~��)ÿd0ß0ä0³0¤0·0â0Á�(Qk‘Í\q�)0j0i0Lfn•�0k‰‹

0‰0Œ0‹z.0g0B0c0_ÿamwƒI^/0’N�fBv„0ju�`oX4b@0h

0W0fR)u(0Y0‹z.0‚Y�0DÿaYD•ŽY'\ö0K0‰‰•ˆhpÏ0~0g

X4b@0oup0j0c0f0‚mwƒI^/0nR)u(_baK0oR�˜^•¤0k0ˆ

0c0f˜^O<0W0f0D0‹0ˆ0F0`ÿa›Z˜^0nY�iØ`'0oY�iØ0j

l¿\¸u�aK|û0n[XW(0k0ˆ0c0f}c�0U0Œ0f0D0‹0�

^ron0kzzl�N-0kfÝ0U0Œ0‹0µ0ó0´0Lu�u#0Y0‹|˜m²

0o�,n€onfB0kY�m�0K0‰b¼0W[Ä0[0‹lâ0k0ˆ0c0fRe0L0U

0Œÿd0×0é0ó0¯0È0ó0„g	j_ri0’SÖ0Š•¼0“0`ÿb0ß0å0ü0«0¹

0Õ%¡0Ä0¯ÿc0h0j0‹ÿa0S0Œ0o›Z˜^0kdB˜ß0U0Œÿdlˆ–M0W0_

0‚0n0L0Ú0½0È0¹0k˜ß0y0‰0Œ0‹ÿaN�•è0o_��|0UonfB0kY�

mw0k•Kd,0U0ŒÿdY�m�ˆh\du�aK|û0ku�`o0W0f0D0‹u�

ri0kR)u(0U0Œ0‹Sï€ý�'�|u�0L0B0‹ÿa0µ0ó0´y�0hY�mw0n

•¢OÂ0’‹pŠÖ0Y0‹e°0W0D0¢0Ö%¡ÿ0Á0g0B0‹0�

0µ0ó0´y�Q…0kQe0Š•¼0“0`|˜m²0nXJ0omwl40„

˜¨0k0ˆ0c0fiØ0�0jX4b@0k•Kd,0U0ŒÿdY�0O0nu�ri0h

•¢0•0Š0’c�0dÿa0¦0Ç0Õ0ê0¯0â0Ò0È0Ç0Lmwl4ˆh—b0ko�

0c0f0D0‹lá0’SÖ0Š•¼0“0g0D0‹iØ[P0ofn•�0k‰³[ß0U

0Œ0‹ÿa0S0nlá0k0on&—kÛ…ûu1ge0n•�€ª‘x0LY�0OT+

0~0Œ0f0D0‹0S0h0K0‰ÿd0µ0ó0´u1ge0n|˜m²0L‘Í‰•0j

˜ßrin•0k0j0c0f0D0‹Sï€ý`'0L0B0‹ÿa0S0Œ0‰0n˜ßri

0K0‰0i0n0ˆ0F0jriŒê0’OSQ…0kT8SÎ0W0f0D0‹0K0’Š¿

0y0‹0_0•0k•�€ª‘x‰ãg•0’ˆL0c0_ÿa0]0n}Pgœÿdÿblá0

0„X�zMri0o0Ð0¯0Æ0ê0¢ÿdsê…û˜^ÿdY'W‹mw…ûÿd—kÛ…û

0j0i0ku1ge0Y0‹•�€ª‘x0K0‰iËb�0U0Œ0f0J0Šÿd0¦0Ç

0Õ0ê0¯0â0Ò0È0Ç0n}D~T0‚T�iØ0n•�€ª‘x0K0‰iËb�0U

0Œ0f0D0_0n0gÿd0S0Œ0‰0L‘Í‰•0j˜ßrin•0g0B0‹0S0h

0L0•0K0‹ÿa›�N-0K0‰0o—kÛ…û0B0‹0D0osê…û˜^0ku1

ge0Y0‹•�€ª‘x0Li�Qú0U0Œ0j0K0c0_N‹[Ÿ0K0‰ÿd0S0Œ

0‰0’0ˆ0ŠzMiuv„0kT8SÎ0W0f0D0‹0h€�0H0‰0Œ0‹0�

g�•Ñ0g0ohîg—0n„=„I0Ll³]Ý0gR�‰ã0U0Œ0‹•Nz�

0„ÿdR�‰ã0U0Œ0_™
R�0Ll¿\¸Wß0n•Kd,0U0Œ0‹•Nz�0n

x�zv0‚•‹YË0U0Œ0f0D0‹ÿa–xÿd]Ýÿdl¿\¸0n0d0j0L0Š0k

lèvî0W0j0L0‰riŒê0n_ªt°0„u�ri0nyûRÕ0Ñ0¿0ü0ó

0’0À�`0¤0Ê0ß0Ã0¯0kcI0H0ˆ0F0hl–~�0`0Q0g0o0j0Oÿd0¿

0¤0g0‚x�zv0LYË0~0c0_ÿavøN’O\u(0oSä0O0K0‰u�aK

[f0n‘Í‰•0jx�zv0Æ0ü0Þ0g0B0c0_ÿa0¹0±0ü0ë0LY'0M

0O0j0‹0S0h0k0ˆ0c0fe°0W0D\U•‹0MQú0U0Œ0‹0S0h0’

i}0W0•0k0W0f0D0‹0�

z.0
n

Y
�iØ

`'

x�zv0
°0

ë
0

ü
0

×
u�aK

|û0�{Ä
…

Ý
r rr

x�zv0
°0

ë
0
ü
0
×

m
;R

Õ
tâ

Š
“0

]0
n

N
Ö

0¿0¤ÿd0×0±0Ä0È0gl¿\¸u�aK|û0nvøN’•¢•#`'0’c¢0‹ÿa0Þ0ó0°0í0ü0Ög—�(�a�)ÿd0ä0·g—�(�b�)ÿdx�m\�(�c�)ÿd^ro_�(�d�)ÿdmwƒI^/
�(�e�)ÿd0µ0óÿaÿd^/�(�9�)0L0³0ó0Ñ0¯0È0kN&0“0g0D0‹ÿa0Þ0ó0°0í0ü0Ö0n„=„Iu1ge0ng	j_ri0ol¿\¸0nRÕri0_0a0n˜ßri0h0W0f
R)u(0U0Œ0‹ÿan€onfB0k0¸0å0´0ó0LmwƒI^/0gdB˜ß0Wÿd˜ßuÕ�(�f�)0’k‹0YN‹[Ÿ0ol–T�0h0n•¢•#`'0L‘Í‰•0jx�zv0Æ0ü0Þ
0g0B0‹0S0h0’y:0W0f0D0‹ÿariŒê0nRÕaKx�zv0’•�0W0fÿdT�u�aK|û0n_yRr0Lf�0‰0K0k0j0‹0h`�0•0Œ0‹0�

0”•g�zú Y'[fÿ�ÿ�N�}��C�O�E0×0í0°0é0àg�}BX1TJfø
�5ÿ�


